





















































































































































































(Freeman, 1974; Freeman & Soete, 1997)， イノベーションと市場 ・ 産業構造との関係(Geroski, 
1995; Kamien & Schwartz, 1982; Mansfield, Rapoport, Schnee, Wagner, & Hamburger, 1971; 
Scherer,  1980)を検討してきた．また，イノベーションが生産性や経済成長に与える影響













































Hindsight  プロジェクトや SAPPHO プロジェクト  ， Myers & Marquis (1969)らの研究にさ
かのぼることができる
3．Hindsight プロジェクトでは 20 の兵器システムの基礎科学，応用








































































Myers  et  al.  (1969)らの研究にその源流を見いだすことができる「合理的計画」(Rational 

















































































































































































































































































































まり，第 I 象限のケースとは，事前の評価が高く（X>Xc） ，事後的な評価も高い（Y>Yc）と
いう典型的な「計画の勝利」とでも呼ぶべきケースであり，これとは対照的に第 III 象限と
は，事前の評価が低く（X<Xc） ，事後的な評価も低い（ （Y<Yc） ）という「失敗の追認」と16 
でも呼ぶべきケースである．我々が完全な合理性を有しているならば，この二つのケース
しか生起しないこととなる．  














































































































































































依存関係が企業内の資源配分活動に与える影響が，例外的な研究（e.g.  Christensen  et  al. 
(1996)）を除けば十分に検討されていないという課題を抱えている．  
これに対して，正当性の確立という概念がより真正面から検討されているのが，後者の
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1  本稿では技術革新を念頭においてイノベーションという言葉を使っている． しかし， 本稿で展開される多くの議論は，
その他の革新現象にも応用可能であると思われる． 
2  イノベーション研究の全体像を俯瞰する先行研究として，例えば米倉・青島（2001）が挙げられる． 
3  Scientific Activity Predictor from Patterns with Heuristic Origin の略 
4  Quinn, J. B. 1985. Managing innovation: controlled chaos. Harvard Business Review; 85, Vol. 63 Issue 3, p73, 12p, 63(3): 73-84.
によれば，発明から商業生産まで 3 年から 25 年を要することを指摘している．Battle(1973)は，平均して 19.2 年かかる
ことを明らかにしている． 
5個人にとって周囲の人間や利害集団は，当初は正当性確立のための対象であるが，正当性の確立後はイノベーションの
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